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研究成果の概要（和文）：サプライチェーンの多様な実態をタイミング・コントローラーに注目し、産業間比較
することによってタイミング・コントローラーの意義を明らかにした。1.素材から完成品に至るサプライチェー
ンにタイミング・コントローラーが存在すること、2.サプライチェーンの多様性に応じてタイミング・コントロ
ーラーは商業者から専門業者まで業種業態が多様であることこと、3.彼らが存在することによって全体のコスト
が低減していること、4.タイミング・コントローラーは、生産と消費の懸隔、特に時間懸隔の仲介機構であり、
先行研究の想定よりもはるかに精緻な仕組み（Fine Tuning System）を提供していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project introduces the diversity in supply chains, from raw 
materials to finished goods, that the author has identified heretofore by focusing on timing 
controllers, and then questions differences in timing controllers by comparing supply chains across 
industries.
We come to the following conclusions: (1) there are companies that can be called timing controllers 
in supply chains, ranging from raw materials to finished products; (2) timing controllers vary by 
supply chain, and include diverse industries, from commercial businesses to specialty firms; (3) 
overall costs are reduced because of their existence; and (4) timing controllers are intermediaries 
that separate, particularly temporally, production and consumption, and provide a fine tuning system
 that goes far beyond that imagined in prior studies.

研究分野： 経営学

キーワード： サプライチェーン　タイミング・コントローラー　タイミング・コントロール機能　事業システム　バ
ックリンモデル

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、市場動向への適応においてタイミング・コントローラーを介在させることの有効性に着目し、企業
間・産業間で比較分析した。市場適応を扱った既存研究は、主として供給企業と需要企業に焦点が当たっていた
既存研究の成果を発展させ、タイミング・コントローラーの役割に焦点を当て、タイミング・コントローラが、
素材企業（供給企業）と完成品企業（需要企業）のコスト低減だけでなく、サプライチェーン全体のコスト低減
に貢献することを論理的に示した。間接納入つまり中間在庫があるときに、なぜコストが下がるのかをバックリ
ンモデルでは必ずしも明示的ではなかったが、具体的な実態把握に基づいてバックリン・モデルの補強をした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 わたしたちは製造企業（鉄鋼、コンクリート、自動車、二輪車、自転車、家電、半導体、化
粧品、建設機械など）の生販連携の実態（生産と販売が連携し、市場動向への適用力を高める
仕組みを如何に構築しているか）について研究を進めてきた。その研究成果は、論文・著作の
出版や国内外での学会発表を通じて社会的・学術的評価を得ることができた。 
同時にその研究を進めていく中で発見した興味深い事実として、市場動向への迅速な適応を

可能にする仕組みづくりには、供給企業と需要企業の間を取り持つタイミング・コントローラ
ーが介在し、有効に活用されているという点である（岡本[2007][2009][2014]、田中[2012]、
加藤[2010][2011][2013]、善本・藤岡[2014]など）。例えば、建設資材である鉄鋼（棒鋼、H 形
鋼）やコンクリートは、天候によって作業日程の影響を受ける現場に、使用される時に、使用
される品種を、使用される量を納品されている。しかし、実際に納品を行っているのは鉄鋼企
業やコンクリート企業ではなく、ファブリゲータや生コンクリート企業であり、加工・小分け
を行って納品している。また、製品が保管される「倉庫」を運営する倉庫業は、まさしくタイ
ミング・コントローラーであり、その機能は産業や企業によって異なっている。さらに、化粧
品やエアコンを販売する小売現場では、単なる販売業務に留まらず、エンドユーザーの実態に
即して加工・小分け・設置されている。 
現代企業の市場適応を扱った既存研究は、主として供給企業と需要企業にスポットライトが

当たり、もっぱら当該企業の取組みが生み出す優位性を強調してきた。本研究では、既存研究
の成果を発展させ、納品企業であるタイミング・コントローラーの役割に焦点を当て、彼らが
行っている供給企業及び需要企業との情報交換やその実行過程を明らかにすることで研究を進
展させたいと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、サプライチェーンにおける生産と販売の接触面（インターフェイス）に焦点

を当てて、供給企業及び需要企業の市場適応力を向上させる仕組みについて考察することであ
った。現代企業は多様な製品種類を大量生産システムにのせて生産する際、生産技術の改善を
目指す一方で、生産と販売のインターフェイスに企業を敢えて介在させることでも市場動向へ
の適応力を高めている。本研究では、生産と販売のインターフェイスに介在する企業（タイミ
ング・コントローラー）を組み込んだ仕組みづくりが市場適応力の向上につながるという仮説
を立て、同一産業の企業間・地域間の比較分析及び複数産業間の比較分析を通じて、タイミン
グ・コントローラーの存在意義を実証的に理論化・類型化することを課題とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では第１に、国内外で製造活動を行っている企業の詳細な事例分析を行う。研究方法

は国内外のフィールドリサーチ（訪問見学及び聞き取り調査）を中心に据え、適宜文献資料に
よって補っていく。本研究で主に分析対象とする領域は企業内部の生産・販売・購買の活動で
あるため、当該企業からの一次データ収集が最も効果的であり、同時に研究資料としての学術
的・社会的価値も高くなると考えるからである。そうして収集したデータをもとに、研究期間
全般を通じて、市場適応力とタイミング・コントローラーの関係に関する詳細なケースを作成
蓄積し実態把握を行う。第 2に、収集した一次データの企業間・地域間・産業間の比較分析を
行い、「タイミング・コントローラーの介在が市場適応力の向上をもたらす」という本研究の仮
説を理論化する。 
主要な調査対象企業は 1. 最終製品製造企業（建設、輸送用機械：自動車・二輪車・自転車、

電機：白物家電・AV家電、化粧品、衣料、加工食品：製氷・調味料）、2. 川上企業である原
材料・部品サプライヤー、3.川下企業である流通企業及びエンドユーザー、4.タイミング・コ
ントローラー（製造企業、商社、倉庫業・物流業、包装資材企業など）である。 
 
 
４．研究成果 
 この研究課題を通じて発見・確認できたことは以下のとおりである。素材企業（供給企業）
から完成品企業（需要企業）に至るサプライチェーンにおいてタイミング・コントローラーと
でもいうべき企業が存在する。ひとまずタイミング・コントローラーとは、「ある製品の生産に
おける素材から製品に至るモノの流れのなかで、供給企業である素材企業と需要企業である完
成品企業の中間に位置し、その素材の流量と流速を変換する企業」である。そして、タイミン
グ・コントローラーは、素材企業と完成品企業双方の個別最適を担保しながら、その一方で素
材企業、完成品企業に余分な在庫を発生させず、完成品企業の効率的で迅速な生産を実現して
いる。 
 一連の調査研究を通じて明らかにしてきた素材から完成品に至るサプライチェーンの多様な
実態をタイミング・コントローラーに注目し、紹介してきたが、産業間比較を通じてタイミン
グ・コントローラーの存在意義を明らかにすることができた。（１）素材から完成品に至るサプ
ライチェーンにタイミング・コントローラーとでもいうべき企業が存在し、（２）サプライチェ



ーンの多様性に応じてタイミング・コントローラーは商業者から専門業者まで業種業態が多様
であるが、（３）いずれにせよ、彼らが存在することによって全体のコストが低減しており、（４）
タイミング・コントローラーは、生産と消費の懸隔、特に時間懸隔の仲介機構であり、先行研
究が想定するよりもはるかに精緻な仕組み（Fine Tuning System）を提供している。 
タイミング・コントローラーがサプライチェーンに求められる条件は、①完成品企業が使用

する当該素材の仕様が多岐にわたり、②かつ、当該素材の数量は多量であり、③可能な限り、
完成品企業は当該素材の在庫保有を避けたいが、その一方で、④素材企業は、できるだけ大き
なロット生産を志向するという点である。その結果、㋐素材企業は多種多様な素材を生産しな
がらロット生産を追及でき、一方、㋑完成品企業の JIT調達も実現できる。しかも㋒素材企業、
完成品企業ともに素材の煩雑な在庫管理業務と、㋓在庫スペースの確保から解放される。タイ
ミング・コントローラーを介在させるメリットを素材企業、完成品企業ともに享受できるので
ある。 
 タイミング・コントローラーは素材企業（供給企業）と完成品企業（需要企業）のコスト低
減だけでなく、サプライチェーン全体のコスト低減に貢献することを論理的に示すことができ
た。間接納入つまり中間在庫があるときに、なぜコストが下がるのかを Bucklin モデルでは必
ずしも明示的ではないが、タイミング・コントローラーという間接納入業者を想定するとき、
素材企業の生産コスト低下を明らかにし、そのロジックを示すことができた。この点は具体的
な実態把握に基づく Bucklin モデルの補強である。 
 一方、残された課題もある。素材企業あるいは完成品企業がタイミング・コントロール機能
を未分離のまま自ら担うことで双方の個別最適を実現している場合もある。分離している場合、
予めタイミング・コントロール機能を担い得るプレイヤーが存在していたことが、その機能を
移管させることになったのかもしれない。引き続きタイミング・コントローラーを担うプレイ
ヤーの生成・成長過程を追うこととしたい。 
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